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大浦湾のジュゴンの食痕の調査実施の要望 
 
  4 月 15 日に大浦湾のチリビシのアオサンゴ群集付近の水深約 19 メートルに位置するト

ゲウミヒルモ群集にて、ジュゴンの食痕が発見されました。この場所で発見されたのは 2013
年 3 月に続いて 2 度目です。 
 
普天間飛行場代替施設建設事業の対象海域では、2014 年 7 月より臨時制限区域が設置さ

れています。それに伴い、オイルフェンスやフロートが設置され、多くの船が警備のため

に常に海上を航行し、ボーリング調査が行われるなど、環境が一変しています。騒音に弱

く船との衝突が懸念されるジュゴンにとっては厳しい状況です。 
 
このような状況における今回のジュゴンの食痕の発見は、2014 年 5 月～7 月に辺野古地

先近辺や大浦湾奥域で発見されたジュゴンの食痕同様、沖縄防衛局の環境影響評価の調査

や予測に大きな疑問を投げかけ、保全の観点からも重要となる新たな科学的事実です。さ

らには、ジュゴンの行動と大浦湾の生態系の関係について理解を深めていくためにも、重

要な発見といえます。 
 
ジュゴンが利用したのち、2～3 週間は食痕という形で残りますが、以降は海草が元のよ

うに生え、どこをジュゴンが利用したのかが不明になることが一般的です。辺野古・大浦

湾は、世界における北限のジュゴンが生息している海域であることを踏まえ、今回のジュ

ゴンの食痕について、沖縄県により早急に調査されることを要望いたします。 


